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●令和５年度入学式 

４月1２日(水)に、令和５年度入学式が行われました。 

昨年度に引き続き、新入生と保護者、在校生代表、教職員での実施となり 

ました。新入生点呼では元気な声が響き渡り、新入生のやる気が感じられた 

式になりました。 

●「失敗を恐れず挑戦しよう」 入学式当日の式辞の一部分です。 

 
 
 

 

 

真備東中学校には「自学・自立」という校訓がありますが、この校訓にはこれからの皆さんの生き方が
かかわってきます。 
これからの変化する社会に対応するためには、今までのやり方は通用しなくなります。 
「自学・自立」ということは、その変わりゆく社会の中で、今の自分に満足せず、常によりよい自分を

目指し学んでいくこと、そのために新しい何かに自ら挑戦し続けることを意味しています。 
そして、挑戦するうえでキーワードとなるのが「失敗」です。 
 
何か新しいことを始めるときにはだれでもが不安になります。それは失敗を「残念なこと」「よくないこ

と」とマイナスにとらえているからです。 
 
ユニクロという会社の社長である柳井さんは「１０回新しいことを始めれば９回は失敗する」と著書に

書いています。社長自身の経験から出た言葉でしょう。また、「失敗に学ぶことが何より大切である」とも
言っています。 

 
何もしなければ、失敗することはありません。しかし、そこには人としての成長や進歩はありません。 

よく「失敗は成功の母」と言われているように、多くの失敗から、一つの成功は生まれているのです。 
皆さんには、失敗は学びのチャンスであり、今後の自分を成長させるものだということを頭の片隅に置

いて、今日からの中学校生活、失敗を恐れず多くの新しいことに挑戦してください。 

 

 

 ４月１３日（木）に全校生徒が体育館に集合して、対

面式・部活動紹介が行われました。生徒会が主体となっ

て準備・運営に取り組み、当日は生徒会活動の説明の

後、各部活動ごとに活動内容の紹介をしました。 

 新入生の皆さんも生徒会活動や部活動に積極的に挑

戦していきましょう。 
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